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町内学校園の子ども人数（H29.1.1 現在）小学校６校　732 人　中学校 4 校　383 人　公保・私幼７園　394 人　
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食育交流会　上月中学校 (11 月 11 日） 音楽発表会　上津中学校 (10 月 24 日 )

　

今
年
は
例
年
に
な
い
温
か
い
正
月

を
迎
え
、「
今
年
一
年
、
大
き
な
災

害
や
事
件
・
事
故
が
な
く
過
ご
せ
ま

す
よ
う
に
。」
と
、
生
ま
れ
て
初
め

て
大
撫
山
の
展
望
台
よ
り
雲
海
か
ら

望
む
初
日
の
出
に
願
い
を
込
め
ま
し

た
。

　

佐
用
に
生
ま
れ
育
っ
た
私
も
、
正

月
に
雲
海
と
日
の
出
を
見
る
の
は
初

め
て
で
し
た
。
本
当
に
身
も
心
も
洗

わ
れ
る
気
が
し
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
地
元
に
い
な
が
ら
地

元
の
良
さ
を
知
ら
な
い
、
ま
た
身

近
す
ぎ
て
そ
の
素
晴
ら
し
さ
に
気
付

か
な
い
こ
と
が
多
い
よ
う
に
感
じ
ま

す
。

　

今
教
育
委
員
会
で
は
、
利
神
城
跡

と
御
殿
屋
敷
跡
の
国
指
定
に
向
け
た

取
り
組
み
と
、
三
日
月
陣
屋
の
表
門

移
築
復
元
計
画
、
文
化
財
調
査
室
移

転
整
備
と
併
せ
て
、
小
学
校
区
ご
と

に
存
在
す
る
地
元
の
遺
跡
・
文
化
財

を
ま
と
め
、
地
域
学
習
に
役
立
て
る

た
め
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
作
成
の
準
備

を
進
め
て
い
ま
す
。

　

学
校
教
育
を
通
し
て
地
元
を
再
発

見
さ
せ
、
地
元
を
知
り
、
地
元
を
愛

す
る
子
ど
も
た
ち
の
育
成
も
、
私
た

ち
大
人
の
務
め
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。

播磨園との交流会　南光小学校 ( ６月 30 日） ふれあいコンサート　上月小学校 (11 月８日）



教育さよう 教育さよう

給
食
セ
ン
タ
ー
か
ら

地
元
食
材
で
、
安
全
で

お
い
し
い
給
食
を

さよっ子献立のメニュー。くりごはん、
牛乳、あゆの甘露煮、ごま和え、すま
し汁、えだ豆

　

佐
用
町
の
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
で

は
、
開
設
当
初
か
ら
、
地
元
産
米
を

は
じ
め
地
元
野
菜
や
果
実
な
ど
を
使

用
し
た
給
食
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

そ
の
給
食
を
、平
成
28
年
度
よ
り
「
さ

よ
っ
子
献
立
」
と
命
名
し
、
児
童
・

生
徒
に
、
地
元
食
材
や
郷
土
食
へ
の

理
解
や
関
心
を
よ
り
も
た
せ
、
ふ
る

さ
と
へ
の
愛
着
を
深
め
る
学
校
給
食

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
ま
だ
ま
だ
子
ど
も
た
ち

に
、
地
元
産
の
良
さ
が
浸
透
し
て
い

な
い
こ
と
も
多
く
あ
り
ま
す
。
こ
の

こ
と
か
ら
、
本
年
度
は
、
地
元
食
材

に
関
わ
っ
て
お
ら
れ
る
生
産
者
の

方
々
と
、
子
ど
も
た
ち
と
が
話
す
機

会
を
持
っ
た
り
献
立
を
考
え
た
り
す

る
中
で
、
十
分
な
量
の
確
保
と
、
食

材
や
加
工
品
の
種
類
も
増
や
し
て
い

け
る
よ
う
話
し
合
い
を
持
っ
て
い
ま

す
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
子
ど
も
た
ち
に
、

そ
れ
ら
の
食
材
を
使
っ
た
給
食
を
通

し
て
、「
食
」
に
興
味
を
持
た
せ
、
正

し
い
食
習
慣
を
身
に
付
け
ら
れ
る
よ

う
に
働
き
か
け
る
と
と
も
に
、
家
庭

や
地
域
に
も
、
少
し
ず
つ
食
育
の
輪

を
広
げ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。
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学
校
施
設
の
整
備
状
況

安
全
で
豊
か
な
施
設
環
境
を

上月小学校のエレベーター

　

集
団
教
育
の
場
で
あ
る
公
立
学
校

施
設
は
、
児
童
生
徒
が
１
日
の
大
半

を
過
ご
す
活
動
の
場
で
あ
り
、
児
童

生
徒
の
生
き
る
力
を
育
む
た
め
の
教

育
環
境
と
し
て
重
要
な
意
義
を
持
っ

て
い
ま
す
。

　

今
年
度
事
業
の
三
日
月
小
学
校
大

規
模
改
造
工
事
が
、
12
月
末
で
完
了

し
ま
し
た
。
外
壁
・
屋
根
の
塗
装
、

内
壁
の
塗
装
、
床
の
張
替
え
・
ワ
ッ

ク
ス
塗
装
、
ト
イ
レ
の
全
面
改
修
、

身
障
者
用
ト
イ
レ
の
設
置
、
照
明
器

具
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
な
ど
を
行
い
、
快
適

で
衛
生
的
な
教
育
環
境
の
整
備
が
さ

れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、上
月
小
学
校
エ
レ
ベ
ー
タ
ー

設
置
工
事
も
12
月
末
で
完
了
し
、
新

年
よ
り
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
利
用
が
可

能
と
な
り
ま
し
た
。
誰
も
が
不
自
由

な
く
安
心
・
安
全
に
学
校
生
活
を
お

く
る
事
の
で
き
る
教
育
環
境
の
整
備

が
さ
れ
ま
し
た
。

佐
用
郡
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
「
家
族
の
絆(

第
35
集
）」
が
完
成

子
育
て
を
振
り
返
る
機
会
に

　

佐
用
郡
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
で
毎
年
作

成
し
て
い
る
編
集
冊
子
『
家
族
の
絆

（
第
35
集
）』
が
完
成
し
ま
し
た
。

　

今
年
度
の
テ
ー
マ
「
我
が
家
の
ア

モ
ー
レ
！
」
の
と
お
り
、
最
愛
の
我

が
子
に
対
す
る
、
優
し
さ
あ
ふ
れ
る

作
品
が
集
ま
り
ま
し
た
。
忙
し
い
毎

日
の
中
で
、
子
ど
も
の
成
長
や
家
族

の
温
か
さ
を
感
じ
る
こ
と
を
忘
れ
て

し
ま
い
が
ち
で
す
が
、
こ
の
冊
子
を

と
お
し
て
、
そ
れ
ら
を
思
い
出
し
て

い
た
だ
け
る
「
き
っ
か
け
」
と
な
れ

ば
と
思
い
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
や
保

護
者
の
方
々
の
素
直
な
気
持
ち
が
た

く
さ
ん
詰
ま
っ
た
心
温
ま
る
作
品
集

で
す
。
町
内
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
員
及
び
関
係

機
関
に
は
配
布
・
回
覧
し
ま
す
。
ご

覧
に
な
り
た
い
方
は
、
佐
用
郡
Ｐ
Ｔ

Ａ
連
合
会
事
務
局
（
佐
用
町
教
育
委

員
会
内
）
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

◦
内
容

・
子
ど
も
の
つ
ぶ
や
き　
　

・
大
人
の
つ
ぶ
や
き

・
子
育
て
体
験
文　
　
　
　

・
子
育
て
川
柳

・
家
族
の
風
景
写
真

・
単
位
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
写
真

・
各
単
位
Ｐ
Ｔ
Ａ
に
お
け
る
Ｐ
Ｔ
Ｃ

　

Ａ
活
動
実
践
記
録

教
育
研
究
所
の
グ
ル
ー
プ
紹
介

合
理
的
配
慮
の
実
践
事
例
か
ら
学
ぶ

　

佐
用
町
教
育
研
究
所
で
は
、
昨
年

度
か
ら
「
合
理
的
配
慮
（
ゆ
に
ば
ー

さ
る
）
研
究
会
」
を
毎
月
１
回
開
催

し
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
も
関
西
福
祉
大
学
よ
り
市

橋
先
生
を
招
き
、
学
校
生
活
の
中
で

の
合
理
的
配
慮
の
在
り
方
に
つ
い
て
、

町
内
小
中
高
等
学
校
の
先
生
方
を
中

心
に
、
西
は
り
ま
特
別
支
援
学
校
や

各
関
係
機
関
か
ら
も
幅
広
く
参
加
い

た
だ
き
研
究
を
深
め
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。

　

各
校
で
の
合
理
的
配
慮
に
関
す
る

実
践
事
例
を
も
ち
よ
り
、
参
加
者
で

協
議
し
、
よ
り
良
い
教
育
環
境
に
つ

い
て
検
討
し
て
い
ま
す
。

　

す
べ
て
の
児
童
生
徒
が
等
し
く
学

ぶ
こ
と
が
で
き
る
環
境
を
め
ざ
し
、

今
後
も
研
究
を
深
め
て
い
く
予
定
で

す
。

グループワークを中心とした事例研修

大規模改修が終わった三日月小学校
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4 月から南光・三日月地域
でも学童保育を開設します

町長あいさつ

学童保育利用者募集

募集
佐用町立学校臨時的任用教員・非常勤講師

　町教育委員会では、町内の小・中学校の教員の欠
員代替などとして、臨時的任用教員と非常勤講師を
随時募集しています。
募集職種
◦臨時的任用教員
欠員補充や産前産後休暇等の代替として勤務する常
勤の教諭と養護教諭、栄養教諭

◦非常勤講師
定められた教科などの授業を行う非常勤の講師
募集対象・資格
◦希望する校種または担当教科の教員免許状を所有
するかた（取得見込みのかたを含む）

◦地方公務員法第16条及び学校教育法第９条の欠格
事項に該当しないかたと熱意をもった健康なかた
必要書類
◦履歴書（市販のものに必要事項を記入のうえ、３
カ月以内に撮影した写真を貼付）
登録申込方法
◦月曜日から金曜日(祝日除)の午前９時から午後５時
に町教育委員会へ持参するか郵送してください。
任用方法
◦任用は、直接本人に連絡します。
◦応募しても、任用がない場合があります。

青少年育成センターから
　平成28年度に行った青少年育成センターでの相談
業務を紹介します。

　小学校に就学する児童で、保護者が仕事や病気
などのために、放課後や長期休業中に児童を看る
ことができない場合には学童保育を利用すること
ができます。 
◦対象児童　　
　町内の小学校に就学する児童で、放課後や長期
休業中に家庭で保護する者がいない家庭の児童 
◦保育場所　　
　上月保育園、南光保育園(仮)、三日月小学校、
　佐用マリア幼稚園
◦保育時間　　
　登　校　時：放課後～午後6時
　長期休業中：午前8時から午後6時
　（土日祝日、お盆、年末年始などは休み） 
◦送迎方法　　
　徒歩（利神小と三河小からはスクールバスな　
ど）※迎えは各保護者
◦保育料　　
　年間を通して利用する場合：月額8,000円（第2
子以降無料。所得に応じて減免制度あり） 
長期休業中のみ利用の場合：夏季23,800円、冬季
6,000円、春季6,800円※長期利用は減免制度なし 
◦入所申込　　
　所定の申込書を提出してください（締切２月28
日） ※ホームページで申請書類をダウンロードで
きます。
問佐用町教育委員会事務局　℡８２－２４２４

適応指導教室「ほっとルーム」から
　適応指導教室「ほっとルーム」は、開設して９
年目を迎えます。数か月在籍して学校へ復帰で
きた生徒もいれば、復帰が困難だった生徒もいま
す。しかし、この「ほっとルーム」に通う中で、
同じ通級生や先輩たちと交流を深め、自分を見つ
め直しながら過ごせています。一人ひとりの課題
は異なりますが、家から一歩踏み出すことによ
り、少しずつ成長しています。
　この教室では、教科の学習をはじめ、室外での
体験活動など、やってみたいことを話し合って取
り組んでいます。
　不登校傾向の児童・生徒の保護者で、ご心配な
かたは一度、このほっとルームに足を運んでみて
ください。
　月曜日から金曜日の午前８時半から12時半まで
開設し、指導には、鈴木晶子・見明輝子・平井玲
子・岡本 正の４人が携わっています。
問ほっとルーム（上月支所２階）
☎８６－０３４１

電話・面接　相談内訳
年度・内訳 平成２８年度（１２月末）
相談内訳等 件数 うち面接 割合

相

談

内

容

いじめ 18 18 11%
不登校 33 31 19%

進路・学習 0 0 0%
友人関係 5 2 3%
異性・性 18 18 11%
親子関係 35 30 21%

しつけ・子育て 3 3 1%
身体・健康 0 0 0%

性格 0 0 0%
非社会的行動 1 1 1%
反社会的行動 22 22 13%

学校・教師の指導 4 2 2%
その他 30 30 18%

　計 169 157 100%
相

談

対

象

者

幼　児 0 0 0%
小学生 45 42 27%
中学生 61 57 36%
高校生 45 40 27%
その他 18 18 10%

　計 169 157 100%


